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E M FEABORBENRE, 1, HMG-1 AR Y 7 0—F LK (7)) % 1:200 (2HR
(4°C. —%) . 2, Cy3 BB URKUAZ 1:300 (<HIR (ZE. 50%) . 3, X B: DAPI
(B 109, ®A: 2—7v b, @B: DAPI, ©C: A+B DB,

E M FEAGORRELRE. 1, HMG-1 R 7 0—FILHiR (75) % 1:200 [ZFHR
(4°C. —BR) . 2, Cy3 =ZEHTIRHA%E 1:300 ICHIR (ZiR. 50%3) . 3, ®B: DAPI
(B) 109, @A: 4—45v b, [B: DAPI, [C: A+B DERL,

b FBARORRENRE, 1, HMG-1RY 7 O—FLHUIE (F) & 1:200 ICHR
(4°C. —88) . 2, Cy3BEHRFAZE 1:300 =FHR (R, 509) . 3, ®B:
DAPI (%) 10%. ®A: 24—y, &B: DAPI, @ C: A+B D&,

ENBAGOBZEENRE, 1, HMG-1 R Y 40—+ LR (F&) % 1:200 (ZFHR
(4°C., —B%) . 2, Cy3 EERE Xk % 1:300 ICHR (EiB. 50%) . 3, ®B:
DAPI (&) 10%. ®A: 4—4v k., EB: DAPI, ®C: A+B D&H.
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“Negative Control”,
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、高移動度グループ（HMG）ボックススーパーファミリーに属するタンパク質をコードします。コードされている非ヒストン型の核DNA結合タンパク質は転写を制御し、DNAの組織化に関与します。このタンパク質は、炎症、細胞分化、腫瘍細胞の遊走など、いくつかの細胞プロセスにおいて役割を果たします。この遺伝子には複数の擬遺伝子が同定されています。選択的スプライシングにより、同じタンパク質をコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2015年9月],機能：一本鎖DNAに優先的に結合し、二本鎖DNAをほどく。,類似性：HMGBファミリーに属する。,類似性：2つのHMGボックスDNA結合ドメインを含む。,
	研究分野
	塩基除去修復;
	画像データ
	

	ヒト子宮組織の免疫蛍光染色。1, HMG-1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ヒト子宮組織の免疫蛍光染色。1, HMG-1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ヒト胃組織の免疫蛍光染色。1, HMG-1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ヒト胃組織の免疫蛍光染色。1, HMG-1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	パラフィン包埋ヒト子宮組織の免疫組織化学染色。1. HMG-1ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ラット肺組織の免疫組織化学染色。1. HMG-1ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ラット腎臓組織の免疫組織化学染色。1. HMG-1ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋マウス心臓組織の免疫組織化学染色。1. HMG-1ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋マウス肺組織の免疫組織化学染色。1. HMG-1ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。

